















































































編集責任者  ： 池田 要 氏 
編 集 ： 文部科学省 科学技術政策研究所 企画課 
問 合 せ 先  ： 〒100-0013 東京都千代田区霞ヶ関3-2-2 
TEL：03-3581-2466  FAX：03-3503-3996 
2 
講 演 会 概 要 
 
 
演題：  国際熱核融合実験炉（ITER）を語る 
 
講師：  池田 要 氏 




日時：  2012 年 6 月 20 日（水） 14:00～16:00 
 




ギー開発の国際協力として発足した。2001 年には工学設計を基に 50 万キロワットのプラント建設
に向けて動き出し、中国、韓国そしてインドも加わり、2005 年には国際協定の下に、南フランスのカ
ダラッシュに建設することが決まった。 










開発事業団理事、駐クロアチア共和国特命全権大使を経て、2005 年に ITER 国際核融合エネル
ギー機構の機構長予定者に指名、2006 年にフランス、カダラッシュに着任。2007 年 11 月に ITER
協定の発効に伴い、ITER 機構長に正式就任（2010 年 7 月まで）。（独）日本原子力研究開発機


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 ITER機構の正式な名前というのは、ITER International Fusion Energy Organization
なんですよね。Fusion Energy Organization。nuclearは入っていないでしょう。 

















































































































































































































































































































Q – 核融合出力/ 追加的過熱 ≥ 10
平均 14MeV 中性子線対壁負荷 ≥ 0.5 MW/m2
プラズマ誘導燃焼時間 300-500 s *
プラズマ大半径 (R) 6.2 m
プラズマ小半径 (a) 2.0 m
プラズマ電流 (Ip) 15 MA























EU は5/11、他の各極はそれぞれ 1/11、を負担. 予備費は見積もり合計の10%. 建設










スタッフ・マネージメント:   477
R&D:    80
合計 kIUA: 3,577.7
(2010年の56億ユーロに相当)











CN 16 4 20
EU 180 121 201
IN 11 16 27
JA 24 7 31
KO 21 5 26
RU 18 3 21
US 26 8 34








































Tokamak Basic Machine Assembly
Ex Vessel Assembly
In Vessel Assembly
Start Install CS     Start Cryostat Closure










Case Winding Mockups Complete                                         TF10                TF15
VV Fabrication Contract Award                            VV 05            VV09         VV07 
Vacuum Vessel (EU)
CS Final Design Approved                             CS3L               CS3U                CS Ready for Machine Assembly








• 理事会は4,700 kIUA を全建設費上限額として認め、うち115.3 kIUA 
についてはITERの成功裏のスケジュール通りの建設に必要であれ
ば支弁される追加額として定めた。





2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029
ITER Construction









Start Torus Pump Down
Pump Down & Integrated Commissioning
Magnet Commissioning
Commission, Cool & Vacuum
Plasma Development & H&CD Commissioning
Full H&CD, TBM & Diagnostics Commissioning





Q=10 Long Pulse Achieved























































































合）による貢献として、2007年９月にマノスク市の Lycée des 
Iscles に国際学校が開設された; 
•同学校はフランスの公立学校として設立され、カリキュラム
の半分はフランス語、残りは英語など外国語で構成される。
•現在3歳から18歳まで約400名の生徒が通っており、半分弱
はバイ・リンガルを条件に地元の生徒も受け入れている
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以下に建設サイトの進捗状況
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